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新
型
感
染
症
の
影
響
、Ｔ
Ｓ
Ｒ
、役
員
報
酬
な
ど

財
務
事
項
を
中
心
と
し
た

本
年
株
主
総
会
の
想
定
問
答

第４章

古
島
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士
・
公
認
会
計
士

古
島
　
守

新
元
号「
令
和
」の
も
と
で
初
と
な
る
令

和
元
年（
２
０
１
９
年
）６
月
総
会
に
お
い

て
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド（
以
下
、「
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
」と
い
う
）基
本

原
則
で
求
め
ら
れ
る「
株
主
総
会
が
株
主

と
の
建
設
的
な
対
話
の
場
」と
し
て「
株
主

の
視
点
に
立
っ
て
、
株
主
総
会
に
お
け
る

権
利
行
使
に
係
る
適
切
な
環
境
整
備
」に

つ
い
て
一
層
の
促
進
が
み
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、
議
決
権
行
使
推
進
策
と
し

て「
招
集
通
知
の
早
期
発
送
」、「
招
集
通
知

発
送
前
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
公

表
」に
加
え
、
機
関
投
資
家
と
り
わ
け
外

国
人
機
関
投
資
家
を
意
識
し
た「
英
文
の

招
集
通
知
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
議
決
権
行
使
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
」等
も
徐
々
に

定
着
し
つ
つ
あ
る
。

定
時
株
主
総
会
の
開
催
状
況
を
み
る
と

開
催
月
は
相
変
わ
ら
ず
６
月
に
集
中
し
て

い
る
も
の
の（『
旬
刊
商
事
法
務
』２
２
１
６

号
21
頁
）、
３
月
総
会
へ
の
分
散
化
の
傾
向

も
み
ら
れ
、「
株
主
総
会
関
連
の
日
程
の
適

切
な
設
定
」（
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
補
充
原
則
１
─

２
③
）に
沿
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な「
株
主
と
の
建
設
的
な

対
話
の
場
」と
な
る
傾
向
を
踏
ま
え
て

か
、
昨
年
度（
２
０
１
８
年
７
月
か
ら

２
０
１
９
年
６
月
総
会
）に
お
い
て
行
使

さ
れ
た
株
主
提
案
権
は
前
年
と
比
し
て
増

加
し
て
お
り
、
提
案
内
容
と
し
て
も「
役

員
報
酬
の
個
別
開
示
」、「
政
策
保
有
株
式

の
売
却
」、「
資
本
コ
ス
ト
の
開
示
」、「
相
談

役
・
顧
問
の
廃
止
」、「
取
締
役
の
定
員
変

更
及
び
過
半
数
の
社
外
取
締
役
の
登
用
」、

「
増
配
を
求
め
る
剰
余
金
処
分
」、「
取
締
役

報
酬
額
改
訂
」、「
会
計
監
査
人
解
任
」、「
買

収
防
衛
策
廃
止
」等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る（『
旬
刊
商
事
法
務
』２
２
１
６
号
25

〜
28
頁
）。

い
ず
れ
も
株
主
に
と
っ
て
関
心
の
高
い

事
項
で
あ
り
、
今
年
の
６
月
総
会
に
お
い

て
も
、
昨
年
と
同
様
の
質
問
が
出
て
く
る

可
能
性
が
高
く
、
会
社
と
し
て
こ
れ
ら
の

想
定
質
問
へ
の
万
全
の
準
備
が
求
め
ら
れ

る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
２
０
２
０
年
６
月
期
の
定
時

株
主
総
会
に
お
け
る
想
定
問
答
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
な
お
。
本
文
中
の
意
見
に
わ

た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
申
し
添
え
る
。

財
務
関
係

Ｑ
１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

業
績
へ
の
影
響
等

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
伝

染
拡
大
に
よ
り
、
世
界
的
規
模
で
物
流
や

人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、
生
産
も
消
費
も

鈍
化
し
た
。
新
聞
等
に
よ
れ
ば
、
世
界

経
済
は
金
融
危
機
以
来
も
っ
と
も
深
刻
な

脅
威
に
直
面
し
て
い
る
と
の
話
を
目
に
す

る
。コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
当
期

の
業
績
に
ど
れ
ほ
ど
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た

か
、わ
か
る
範
囲
で
教
え
て
ほ
し
い
。ま
た
、

当
社
と
し
て
は
今
回
の
事
態
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ
１コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
の
移
動
が
広
く
制

限
さ
れ
、
消
費
マ
イ
ン
ド
が
低
迷
す
る
と

と
も
に
、
製
造
現
場
に
お
い
て
も
輸
入
資

材
の
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
、
当
社

に
お
い
て
も
製
造
・
販
売
の
両
面
か
ら
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
少
な
く
見
積
っ
て
も
売
上

高
に
与
え
た
影
響
は
マ
イ
ナ
ス
●
億
円
、

営
業
利
益
ベ
ー
ス
で
マ
イ
ナ
ス
●
億
円
の

ダ
メ
ー
ジ
と
試
算
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、

現
時
点
で
も
伝
染
拡
大
の
終
息
見
通
し
は

立
っ
て
お
ら
ず
今
後
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
対
策
本
部
を
設
置
し

て
、
被
害
状
況（
人
、
資
金
、
物
）の
把
握
・

分
析
に
努
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
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す
る
感
染
防
止
の
た
め
の
生
活
指
導
の
徹

底
、事
業
所
内
に
お
け
る
感
染
防
止
策（
入

社
時
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
検
温
等
、
感
染

者
が
出
た
場
合
の
隔
離
室
の
準
備
、
社
内

の
換
気
・
消
毒
の
徹
底
等
）、
取
引
先
企

業
と
の
情
報
共
有
や
連
携
、
多
様
な
業
務

継
続
方
法
へ
の
切
替
え（
在
宅
勤
務
、
代

替
拠
店
勤
務
等
）、
工
場
に
お
け
る
事
業

継
続
へ
の
対
策（
海
外
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

状
況
把
握
と
自
社
製
品
へ
の
被
害
予
測
、

主
要
顧
客
へ
の
在
庫
備
蓄
の
拡
充
、
計
画

的
運
休
の
実
施
、
代
替
生
産
拠
点
の
検
討

等
）な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
収
集

し
て
、
国
内
外
の
感
染
者
の
発
生
状
況
を

踏
ま
え
つ
つ
柔
軟
な
対
策
を
取
っ
て
お
り

ま
す
。

解
説中

国
湖
北
省
武
漢
市
で
昨
年
12
月
に
報

告
さ
れ
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
件
数
は
増
え
続
け
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
延
期
が
決
定
さ
れ
る
等
本

稿
執
筆
時
点（
３
月
25
日
）で
も
感
染
拡
大

は
止
ま
り
そ
う
に
な
い
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
、

影
響
拡
大
の
見
当
が
つ
か
な
い
事
態
を
、

世
界
の
株
式
市
場
は
強
く
嫌
う
と
さ
れ
、

世
界
の
株
式
市
場
は
２
月
下
旬
に
同
時
株

安
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
し
、
日
本

政
府
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
で
特

別
貸
付
制
度
を
創
設
し
、
実
質
無
利
子
・

無
担
保
の
融
資
を
行
う
な
ど
緊
急
措
置
を

取
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
企
業
を
取
り
巻
く
外
部
環

境
、
と
り
わ
け
経
営
者
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
自
然
災
害
等
が
発
生
し
、
事

業
活
動
が
中
断
す
る
等
、
企
業
の
存
続
そ

の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
こ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理

対
応
と
い
う
の
も
、
経
営
者
の
経
営
姿
勢

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
か
ら
、
株
主
に
お

い
て
も
重
大
関
心
事
で
あ
ろ
う
。

６
月
総
会
時
点
で
入
手
可
能
な
情
報
に

は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

情
報
の
な
か
で
、
で
き
る
限
り
今
回
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ

と
そ
れ
以
外
と
を
切
り
分
け
て
説
明
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｑ
２　

資
本
コ
ス
ト
の
把
握
、
経
営

指
標
と
し
て
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ

当
社
の
取
締
役
会
と
し
て
は
、
資
本
コ

ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
経
営
判
断

に
活
か
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
中
期
経

営
計
画
に
お
け
る
重
要
な
経
営
指
標
と
し

て
何
を
お
い
て
い
る
の
か
。

同
業
他
社
と
比
較
し
て
株
価
が
伸
び
な

い
原
因
は
、
当
社
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
低
い
ま
ま

だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
Ｒ
Ｏ
Ｅ

の
目
標
値
（
い
つ
ま
で
に
何
％
程
度
を
達

成
す
る
の
か
）
を
教
え
て
ほ
し
い
。 

 Ａ
２当

社
で
は
、
財
務
担
当
役
員
を
中
心
と

し
て
、
外
部
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な

が
ら
資
本
コ
ス
ト
を
把
握
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
、
中
期
経
営
計
画
に
お
け
る
重
要

な
経
営
指
標
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｅ
を
お
い
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
に
関
し

て
は
、
●
年
後
に
●
％
を
達
成
す
る
こ
と

を
目
標
値
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

株
価
と
の
関
係
で
は
、
現
状
、
当
社
の

Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
●
％
で
あ
り
、
同
業
他
社
と
比

較
す
る
と
低
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、
ご

指
摘
の
と
お
り
こ
れ
が
株
価
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
、
営
業
利
益
を

高
め
、●
年
後
に
Ｒ
Ｏ
Ｅ
●
％
を
達
成
し
、

株
主
還
元
を
進
め
る
こ
と
で
、
株
価
向
上

に
も
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
当
社
の
持
続
的
成
長
の
た
め
最

適
な
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
す
べ

く
、
今
後
の
事
業
展
開
を
検
討
中
で
す
。

●
月
に
は
次
期
中
期
経
営
計
画
を
発
表
す

る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
検
討
結
果
に
つ

き
公
表
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

解
説Ｃ

Ｇ
コ
ー
ド
原
則
５
─
２
に
お
い
て
、

経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
に

つ
い
て
、「
自
社
の
資
本
コ
ス
ト
を
的
確
に

把
握
し
た
う
え
で
、
収
益
計
画
や
資
本
政

策
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、

収
益
力
・
資
本
効
率
等
に
関
す
る
目
標
を

提
示
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
、事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
や
設
備
投
資
・
研

究
開
発
投
資
・
人
材
投
資
等
を
含
む
経
営

資
源
の
配
分
等
に
関
し
具
体
的
に
何
を
実

行
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
株
主
に
分
か
り

や
す
い
言
葉
・
論
理
で
明
確
に
説
明
を
行

う
べ
き
で
あ
る
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

東
京
証
券
取
引
所「
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
へ
の
対
応
状
況
及

び
取
締
役
会
並
び
に
指
名
委
員
会
・
報
酬

委
員
会
の
活
動
状
況
に
係
る
開
示
の
状
況
」

（
２
０
１
９
年
７
月
12
日
時
点
）に
よ
れ

ば
、
約
84
％
の
企
業
が
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
原
則

５
─
２
に
コ
ン
プ
ラ
イ
し
て
お
り
、
今
後
、

恒
常
的
に
Ｒ
Ｏ
Ｅ
水
準
が
低
い
企
業
に
対

し
て
は
、
株
主
か
ら
政
策
保
有
株
式
の
売

却
等
、
資
本
効
率
を
求
め
る
声
が
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ（Institutional Shareholder 

Services

）な
ど
議
決
権
行
使
助
言
会
社

の
議
決
権
行
使
基
準（
２
０
２
０
年
版
。

前
年
と
変
更
な
し
）に
お
い
て
は
、
①
過
去

５
期
平
均
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
５
％
を
下
回
り
、

か
つ
②
改
善
傾
向
に
な
い
場
合
、経
営
ト
ッ

プ
で
あ
る
代
表
取
締
役
に
反
対
を
推
奨
す

る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
補
充
原
則
４
─
１
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つ
い
て
も
、
回
答
を
準
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｑ
３　

株
主
総
利
回
り
（
Ｔ
Ｓ
Ｒ
：

Total Shareholder Return

）

当
期
の
業
績
と
し
て
中
期
経
営
計
画
上

の
売
上
高
や
営
業
利
益
の
目
標
を
達
成
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
株
価
は
依
然
と
し
て

低
迷
し
た
状
況
が
続
い
て
い
る
。
売
上
高

や
営
業
利
益
の
数
字
も
大
事
だ
が
、
株
主

目
線
で
考
え
た
場
合
、
株
価
も
加
味
し
た

株
主
総
利
回
り
（
Ｔ
Ｓ
Ｒ
）
を
も
う
少
し

意
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 Ａ
３当

社
で
も
、
Ｔ
Ｓ
Ｒ
は
重
要
な
指
標
と

し
て
意
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
期
の
株
主

総
利
回
り
は
、
５
％
水
準
に
留
ま
り
、
ご

指
摘
の
と
お
り
、
Ａ
社
や
Ｂ
社
と
比
べ
る

と
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、

５
年
間
の
株
主
総
利
回
り
で
は
、
両
社
に

比
べ
て
遜
色
の
な
い
数
値
で
は
ご
ざ
い
ま

す
。
業
績
の
向
上
や
Ｉ
Ｒ
の
充
実
等
を
通

じ
て
株
式
市
場
に
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
適
切
な
水
準
で
配
当
を
実
施
し
、
株

主
総
利
回
り
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

解
説株

主
総
利
回
り（
Ｔ
Ｓ
Ｒ
：Total 

Shareholder Return

）
と
は
、
株
式

投
資
に
よ
り
得
ら
れ
た
収
益（
配
当
と

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
）を
投
資
額（
株
価
）

で
割
っ
た
比
率
を
い
い
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
と
配
当
を
合
わ
せ
た
、
株
主
に
と
っ

て
の
総
合
投
資
利
回
り
を
い
う
。

も
と
も
と
は
、
米
国
で
注
目
さ
れ
て
い

た
指
標
の
１
つ
で
、
業
績
だ
け
で
な
く
株

価
を
含
め
た
経
営
の
成
果
と
し
て
、
取
締

役
の
報
酬
額
を
決
め
る
際
の
重
要
な
指
標

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
も
、

「
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府

令
」改
正（
２
０
１
９
年
１
月
31
日
付
け
）に

よ
り
、
２
０
１
９
年
３
月
期
以
降
の
有
価

証
券
報
告
書
か
ら
直
近
５
年
分
を
開
示
す

る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｒ
の
算
出
方
法
は
、
後
記
の
⒜
お

よ
び
⒝
に
掲
げ
る
値
を
合
計
し
た
も
の
を

提
出
会
社
の
５
事
業
年
度
前
の
事
業
年
度

の
末
日
に
お
け
る
株
価（
当
該
株
価
が
な

い
場
合
に
は
当
該
事
業
年
度
の
末
日
前
直

近
の
日
に
お
け
る
株
価
）で
そ
れ
ぞ
れ
除

し
た
割
合
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
他
の
方

法
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
を
い
う
と
さ
れ

て
い
る（
図
表
１
）。

⒜　
提
出
会
社
の
最
近
５
事
業
年
度
の
各

事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
株
価

⒝　
提
出
会
社
の
５
事
業
年
度
前
の
事
業

年
度
か
ら
⒜
の
各
事
業
年
度
の
末
日
に

係
る
事
業
年
度
ま
で
の
１
株
当
た
り
配

当
額
の
累
計
額

②
に
お
い
て「
取
締
役
会
・
経
営
陣
幹
部

は
、
中
期
経
営
計
画
も
株
主
に
対
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
１
つ
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
最
善
の
努

力
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
、
中
期
経

営
計
画
が
目
標
未
達
に
終
わ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
原
因
や
自
社
が
行
っ
た
対
応
の

内
容
を
十
分
に
分
析
し
、
株
主
に
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
分
析
を
次
期
以
降

の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
計
画
未
達
や
減
益
、
最
終

赤
字
と
な
っ
た
企
業
で
は
、
今
後
、
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等
の
変
更
も
含
め
て
、

ど
の
よ
う
な
方
策
に
よ
り
業
績
を
回
復
し

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
株
主
か
ら
質
問

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
一
昨
年
前
か
ら

続
く
米
中
貿
易
摩
擦
を
背
景
に
し
た
中
国

経
済
の
減
速
や
世
界
的
な
情
報
関
連
財
の

生
産
調
整
等
に
よ
る
輸
出
低
下
の
継
続
に

加
え
、
今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
世
界
中
で
供
給

網
、
商
品
が
打
撃
を
受
け
、
観
光
業
は
落

ち
込
み
、
景
況
感
が
低
迷
し
て
お
り
、
い

ま
だ
に
感
染
が
収
ま
る
兆
し
が
み
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
世
界
経
済
は
金
融
危
機
以

来
も
っ
と
も
深
刻
な
脅
威
に
直
面
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
非
常

時
の
も
と
で
企
業
の
具
体
的
な
対
応
策
に

（図表１）　株主総利回り計算方法

（各事業年度末日の株価＋当事業年度の４事業年度前から各事業年度までの
１株当たり配当額の累計額）／当事業年度の５事業年度前の末日の株価

５事業年度前 ４事業年度前 ３事業年度前 ２事業年度前 １事業年度前 当事業年度
株価 A B C D E F
配当 a b c d e
配当累計 a a+b a+b+c a+b+c+d a+b+c+d+e
株価＋配当累計 B+a C+a+b D+a+b+c E+a+b+c+d F+a+b+c+d+e
株主総利回り (B+a)/A (C+a+b)/A (D+a+b+c)/A (E+a+b+c+d)/A (F+a+b+c+d+e)/A
※　株主総利回り（トータルシェアホルダーリターン）とは、株式投資により得られた収益（配当とキャピタルゲイン）を投資額（株価）で割った比率をいう。

（出所）　金融庁ホームページ（https://www.fsa.go.jp/policy/kaiji/tsr.xlsx)をもとに筆者作成
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特集

（図表２）　収益認識基準の適用時期

IFRS15号の適用

2019年 2020年 2021年

（出所）　『会計・監査ジャーナル』2017年12月号（通巻749号）22頁をもとに筆者作成

2021年4月1日以後開
始する事業年度※期首
から（基準81項）

2018年4月1日以後開始する事業年度※期首から（基
準82項）

2018年12月31日～2019年
3月30日までに終了する事業
年度末から（基準83項）

※　連結会計年度および事業年度
（注）　年度末から早期適用した場合、その連結会計年度および事業年
度の翌年度の四半期財務諸表では本会計基準を比較情報に遡及適
用（基準83項）

早期適用

原則適用

Ｑ
４　

収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準

「
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
」
が

２
０
１
８
年
３
月
に
公
表
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
り
当
社
の
業
績
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
い
つ
か

ら
適
用
す
る
予
定
か
。 

Ａ
４収

益
認
識
基
準
は
、
次
年
度
つ
ま
り

２
０
２
１
年
４
月
１
日
以
降
開
始
す
る
連

結
会
計
年
度
の
期
首
か
ら
の
適
用
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
確
か
に
現
在
の
進
行
期
で

あ
る
２
０
２
０
年
４
月
１
日
以
降
開
始
す

る
連
結
会
計
年
度
の
期
首
か
ら
早
期
適
用

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
社
で

は
早
期
適
用
は
採
っ
て
お
ら
ず
、
今
期
は

ま
だ
適
用
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
せ
ん

（
図
表
２
）。
し
か
し
な
が
ら
適
用
時
期
が

近
づ
い
て
い
る
の
は
事
実
で
す
の
で
、
当

社
の
こ
れ
ま
で
の
収
益
認
識
に
対
す
る
影

響
の
有
無
・
程
度
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

解
説 ２

０
１
４
年
５
月
に
国
際
会
計
基
準
審

議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）と
米
国
財
務
会
計
基
準

審
議
会（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）か
ら
公
表
さ
れ
た

「
顧
客
と
の
契
約
か
ら
生
じ
る
収
益
」を
踏

襲
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
企
業
会
計

基
準
委
員
会
よ
り
、
企
業
会
計
基
準
29
号

「
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
」お
よ
び

企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
30
号「
収
益
認

識
に
関
す
る
会
計
基
準
の
適
用
指
針
」（
以

下
、
基
準
と
指
針
あ
わ
せ
て「
収
益
認
識

基
準
等
」と
い
う
）が
公
表
さ
れ
た
。

収
益
認
識
基
準
等
は
、
企
業
の
利
益
の

源
泉
た
る
収
益
の
認
識
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
会
社
が
影
響
を
受

け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
聞
の
経
済
面
等

で
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
相
ま
っ

て
関
心
を
示
し
、
株
主
総
会
に
お
い
て
質

問
す
る
個
人
株
主
等
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
こ
れ
に
備
え
て
収
益
認
識
基
準
等
導

入
に
向
け
た
自
社
の
取
組
み
状
況
等
に
つ

い
て
簡
潔
明
瞭
に
説
明
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

経
営
管
理
関
係

Ｑ
５　

役
員
報
酬
決
定
プ
ロ
セ
ス
／

役
員
報
酬
開
示

当
社
で
は
、
社
長
を
含
め
た
各
取
締
役

に
対
す
る
報
酬
を
ど
の
よ
う
に
決
定
し
て

い
る
の
か
、
説
明
し
て
ほ
し
い
。
最
近
の

事
件
で
も
、
報
酬
の
決
定
を
ト
ッ
プ
に
一

任
し
て
い
た
と
の
報
道
も
あ
っ
た
が
、
当

社
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
役
員
報
酬
の
内
訳
と
し
て
業
績
連

動
部
分
は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
指
標
で
業
績
に
連
動
さ
せ
て

い
る
の
か
。

 Ａ
５

（
業
績
連
動
あ
り
、
任
意
諮
問
委
員
会
設
置

会
社
の
場
合
）  

当
社
に
お
い
て
は
、
個
々
の
取
締
役
に

対
す
る
報
酬
額
の
決
定
に
つ
き
、
取
締
役

会
の
決
議
に
従
い
、
代
表
取
締
役
社
長
に

決
定
を
一
任
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際

に
は
あ
ら
か
じ
め
独
立
社
外
取
締
役
が
過

半
数
を
占
め
る
報
酬
諮
問
委
員
会
に
て
答

申
を
行
い
、
こ
の
答
申
結
果
に
基
づ
き
最

終
的
に
代
表
取
締
役
が
決
定
を
行
う
こ
と

で
客
観
性
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
当
社
の
役
員
報
酬
の
内
訳
と
し

て
、
固
定
報
酬
額
の
ほ
か
業
績
連
動
部
分

を
加
味
し
た
変
動
部
分
も
あ
り
ま
す
。
業

績
連
動
部
分
の
決
定
方
法
は
、
会
社
全
体

の
業
績
指
標
と
し
て「
連
結
営
業
利
益
の

増
減
率
」に
よ
り
一
定
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
、
か
つ
、
取
締
役
各
人
別
の
業
績
に
つ

い
て
は
年
度
当
初
に
各
取
締
役
が
定
め
た

目
標
に
つ
い
て
、
そ
の
達
成
度
等
を
勘
案

し
業
績
連
動
部
分
の
報
酬
額
を
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

解
説Ｃ

Ｇ
コ
ー
ド
補
充
原
則
４
─
２
①
に
お

い
て「
取
締
役
会
は
、
経
営
陣
の
報
酬
が

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
健
全
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
客
観

性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
従
い
、
報
酬
制

度
を
設
計
し
、
具
体
的
な
報
酬
額
を
決
定

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
中
長
期
的
な

業
績
と
連
動
す
る
報
酬
の
割
合
や
、
現
金

報
酬
と
自
社
株
報
酬
と
の
割
合
を
適
切
に

設
定
す
べ
き
で
あ
る
」と
規
定
し
て
お
り
、

ま
た
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
補
充
原
則
４
─
10
①
で
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は
、「
上
場
会
社
が
監
査
役
会
設
置
会
社
ま

た
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
っ

て
、
独
立
社
外
取
締
役
が
取
締
役
会
の
過

半
数
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
経
営

陣
幹
部
・
取
締
役
の
指
名
・
報
酬
な
ど
に

係
る
取
締
役
会
の
機
能
の
独
立
性
・
客
観

性
と
説
明
責
任
を
強
化
す
る
た
め
、
取
締

役
会
の
下
に
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
な

構
成
員
と
す
る
任
意
の
指
名
委
員
会
・
報

酬
委
員
会
な
ど
、
独
立
し
た
諮
問
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
指
名
・
報
酬

な
ど
の
特
に
重
要
な
事
項
に
関
す
る
検
討

に
当
た
り
独
立
社
外
取
締
役
の
適
切
な
関

与
・
助
言
を
得
る
べ
き
で
あ
る
」と
規
定

し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
し

て
、
①
個
人
別
の
報
酬
等
の
内
容
の
決
定

方
針
の
決
定
を
義
務
づ
け
、
②
非
金
銭
報

酬
等
に
係
る
株
主
総
会
決
議
事
項
の
見
直

し
、
③
株
式
報
酬
の
特
則
の
制
定
、
④
情

報
開
示
の
充
実
等
を
盛
り
込
ん
だ「
会
社

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以
下
、「
会

社
法
改
正
法
」と
い
う
）が
２
０
１
９
年
12

月
４
日
に
成
立
し
、
12
月
11
日
に
公
布
さ

れ
た
。

役
員
報
酬
、
特
に
高
額
な
取
締
役
報
酬

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
株
主
の
関
心
事

で
あ
っ
た
が
、
先
般
役
員
報
酬
に
関
す
る

有
価
証
券
報
告
書
へ
の
虚
偽
記
載
を
め
ぐ

り
刑
事
事
件
で
争
っ
て
い
た
某
有
名
企
業

の
外
国
人
経
営
者
が
、
保
釈
中
に
前
代
未

聞
の
非
合
法
な
手
段
で
国
外
逃
亡
を
図
り

連
日
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
等
、

高
額
な
役
員
報
酬
に
対
す
る
社
会
的
な
関

心
も
高
く
、
こ
の
点
か
ら
も
個
人
株
主
も

含
め
て
株
主
か
ら
の
質
問
が
予
想
さ
れ

る
。自

社
の
経
営
陣
の
報
酬
決
定
プ
ロ
セ
ス

が
ど
の
よ
う
に
客
観
性
・
透
明
性
あ
る
手

続
に
な
っ
て
い
る
か
十
分
な
説
明
を
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｑ
６　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
／

株
式
報
酬

当
社
の
役
員
報
酬
に
は
、
株
式
報
酬
は

存
在
し
な
い
よ
う
だ
が
、
取
締
役
が
、
株

主
と
同
じ
目
線
で
経
営
を
行
う
た
め
に
、

導
入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。 
  Ａ

６当
社
は
、
現
時
点
で
は
自
社
株
を
利
用

し
た
報
酬
制
度
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん

が
、自
社
株
保
有
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、

役
員
は
、
原
則
と
し
て
、
役
員
持
株
会
に

加
入
し
、
一
定
数
以
上
の
自
社
株
を
取
得

し
、
在
任
中
は
こ
れ
を
継
続
保
有
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。
株
主
の
皆
様
と
同

じ
目
線
で
業
績
向
上
に
向
け
た
努
力
を
行

え
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。 

解
説平

成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
導
入
さ

れ
た
、
事
前
確
定
届
出
給
与
と
し
て
損
金

算
入
が
認
め
ら
れ
る
株
式
報
酬
で
あ
る
特

定
譲
渡
制
限
付
株
式（
会
社
が
役
員
に
対

し
て
報
酬
債
権
を
付
与
し
、
役
員
か
ら
報

酬
債
権
の
現
物
出
資
を
受
け
る
の
と
引
換

え
に
そ
の
役
員
に
対
し
て
一
定
期
間
の
譲

渡
制
限
が
付
さ
れ
た
株
式
を
交
付
す
る
際

の
株
式
）を
契
機
に
、
役
員
報
酬
の
改
定

に
着
手
す
る
企
業
が
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
。
加
え
て
平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
役
員
報
酬
の
体
系
が
整
備
さ
れ
、
役
員

報
酬
を
改
定
す
る
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。企

業
価
値
向
上
の
観
点
か
ら
業
務
を
執

行
す
る
役
員
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

す
る
こ
と
、
中
長
期
目
線
の
企
業
経
営
を

促
す
こ
と
を
目
的
に
中
長
期
の
業
績
を
反

映
さ
せ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
Ｃ
Ｇ

コ
ー
ド
補
充
原
則
４
─
２
①
の
文
言
に
も

沿
う
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
に
お
い
て
質

問
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
何
ら
か
の
説
明

が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
い
た
ほ
う
が

よ
い
だ
ろ
う
。

Ｑ
７　

ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
（
役
員

報
酬
返
還
条
項
）
の
導
入  

取
締
役
の
報
酬
と
し
て
、
業
績
連
動
報

酬
や
株
式
報
酬
を
導
入
す
る
方
針
は
賛
成

で
あ
る
。
他
方
で
、
報
酬
を
業
績
と
連
動

さ
せ
る
あ
ま
り
、
経
営
者
が
報
酬
目
当
て

に
よ
り
業
績
を
よ
く
み
せ
よ
う
と
粉
飾
決

算
し
た
り
、
過
大
な
設
備
投
資
を
す
る
リ

ス
ク
も
生
じ
る
。
そ
こ
で
当
社
に
お
い
て

も
、
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
の
導

入
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。 

 Ａ
７ク

ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
に
つ
い
て
は
、
日

本
企
業
で
も
導
入
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
当

社
と
し
て
も
、
将
来
的
に
、
そ
の
よ
う
な

し
く
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、現
時
点
で
は
、

固
定
報
酬
と
業
績
連
動
報
酬
や
株
式
報
酬

と
の
支
給
割
合
等
に
も
鑑
み
、
ま
ず
は
一

般
的
な
し
く
み
で
導
入
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

解
説ク

ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
と
は
、
将
来
、
粉

飾
決
算
不
正
が
発
覚
し
た
よ
う
な
場
合
や
、

過
大
な
投
資
に
よ
る
減
損
損
失
が
発
生
し

た
よ
う
な
場
合
に
、
支
給
済
み
の
業
績
連

動
報
酬
を
会
社
に
返
還
さ
せ
る
し
く
み
で

あ
り
、
経
営
責
任
を
明
確
に
す
べ
く
日
本

企
業
に
も
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

武
田
薬
品
工
業
㈱
が
２
０
１
９
年
６
月

27
日
に
開
い
た
株
主
総
会
で
、
巨
額
損
失
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が
出
た
際
に
取
締
役
に
過
去
の
報
酬
を
返

還
さ
せ
る「
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
」を
導
入

す
る
株
主
提
案
が
、
過
半
の
賛
成
を
得
た

（
た
だ
し
こ
の
提
案
は
出
席
株
主
の
３
分

の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要
な
特
別
決
議
の

た
め
否
決
さ
れ
た
）。
議
決
権
行
使
助
言

会
社
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
や
グ
ラ
ス
ル
イ
ス
が
賛
成

を
推
奨
し
て
お
り
、
同
社
の
株
主
の
半
分

は
海
外
投
資
家
の
た
め
支
持
が
広
が
り
や

す
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス（
企
業
統
治
）に
対

す
る
投
資
家
の
厳
し
い
視
線
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
⑴
。

⑴　

２
０
１
９
年
７
月
２
日
付
け
日
経
新
聞
記
事「
武
田
の
株

主
総
会
、否
決
の『
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
』賛
成
52
％
」よ
り

人
事
関
係

Ｑ
８　

働
き
方
改
革
（
長
時
間
労
働

問
題
）
／
休
み
方
改
革

働
き
方
改
革
と
し
て
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
が
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
導
入
さ

れ
た
が
、
当
社
に
お
け
る
時
間
外
労
働
の

実
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
少
子
高
齢

化
が
一
段
と
進
行
し
人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
な
か
、
離
職
率
を
減
ら
す
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
組
み
を
講
じ
て
い
る
か
。 
 

Ａ
８当

社
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
人
材
不
足
へ
の
対
応
を
最
重
要
な
経
営

課
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
長
時
間
労
働

の
是
正
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

等
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
遵
守
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
正
社
員
の
み
な
ら
ず
派

遣
社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
積
極
的
採

用
に
よ
る
人
員
の
拡
充
、
業
務
フ
ロ
ー
の

抜
本
的
な
見
直
し
等
の
施
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
年
前
と
の
比

較
で
は
、
従
業
員
の
１
月
当
た
り
平
均
残

業
時
間
は
●
時
間
減
少
し
、
月
●
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
有
給
休
暇
の
取
得
率

を
●
％
以
上
と
す
る
目
標
を
設
定
し
て
お

り
ま
す
。 

解
説２

０
１
９
年
４
月
か
ら
の
働
き
方
改
革

関
連
法
の
施
行
に
伴
い
、
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
を
遵
守
す
る
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
ま
ず
自
社
の
業
務
内
容
と
業
務
実
態

を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
従
業
員
の
労
働
時
間
や
業

務
範
囲
を
把
握
し
、
誰
が
ど
ん
な
業
務
に

ど
れ
だ
け
従
事
し
て
い
る
か
を
明
確
に
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ど
の
会
社

で
も
優
秀
な
従
業
員
に
仕
事
が
集
中
す
る

傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
を
平
準
化
す
る
た
め

に
は
組
織
全
体
と
し
て
業
務
の
流
れ
を
抜

本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能

性
も
あ
る
。 

Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
原
則
５
─
２
に
お
け
る

「
経
営
資
源
の
配
分
等
」の
な
か
に「
人
材

資
源
」が
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ

て
お
り
、株
主
の
関
心
も
高
い
こ
と
か
ら
、

自
社
の
人
材
投
資
や
人
材
確
保
の
対
応
状

況
を
具
体
的
に
説
明
す
る
準
備
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
９　

労
働
力
確
保
（
各
種
雇
用
問
題
）

本
年
度
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
従
業
員
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
当
社

の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
は
人
材
の
確

保
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。
人
材
の
確
保

に
向
け
て
、
当
社
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

と
っ
て
い
る
の
か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

 Ａ
９本

年
度
に
お
け
る
従
業
員
の
減
少
理
由

は
、
主
に
●
●
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、 

近
年
は
人
材
の

確
保
が
重
要
な
経
営
課
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
で
、
昨
今
の
労
働
市
場
に
お

け
る
人
材
不
足
の
も
と
、
新
規
採
用
は
か

な
り
難
し
い
状
況
な
の
で
、
現
在
当
社
で

働
い
て
い
る
従
業
員
の
離
職
を
い
か
に
食

い
止
め
る
か
に
重
点
を
置
い
て
、
人
材
確

保
の
た
め
の
施
策
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
個
人
目
標
に
対
す
る
達

成
度
な
ど
も
踏
ま
え
、
成
果
を
上
げ
た
人

に
は
き
ち
ん
と
報
い
が
あ
る
よ
う
な
給
与

体
系
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。 

解
説昨

今
の
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
市
場
で

は
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
人
材
不
足
が
加

速
化
し
、
人
手
不
足
に
よ
り
事
業
部
門
の

閉
鎖
や
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
散
見
さ
れ
る
。
人
材
不
足
へ
の
対
応
や

人
材
へ
の
投
資
は
最
重
要
な
経
営
課
題
の

１
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
働

き
方
改
革
な
ど
労
働
環
境
の
変
化
に
つ
い

て
は
、株
主
の
注
目
度
も
高
い
こ
と
か
ら
、

人
材
確
保
の
施
策
等
に
つ
い
て
は
説
明
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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